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ドライバの運転時の意識状態の検知・監視 2 

動画像処理による携帯通話時の意識集中の検出 
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第 1図 実験システム 

第 3図 視線の水平方向の分散の平均 

第 2図 視線の水平方向の分散 

第 4図 瞬き回数 
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第 6図 口の開閉に伴う濃度差の変化 

第 5図 視線方向検出処理の流れ 
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第 9図  実験結果 

 

第 8図  実験システム 
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